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世界を知ろう！ 

NIC 地球市民教室 
 

外国人講師、名古屋国際センター職員など
が学校に出向き、異文化理解を深め、貧困、
教育、多文化共生など世界の現状について
授業を行う。 
◇【世界を知る】 
  講師による母国紹介 
  例：生活習慣、伝統文化、料理など 
◇【世界を考える】 
  地球規模の問題に向き合う 

 例：環境、多文化共生、平和など 

 

その道の達人派遣事業 
 

 
「環境問題」「国際理解」「ものづくり」などのテーマを中心に、学校の求めに応じ、 

それぞれの分野の専門家が高校に出向き、自らの専門分野を高校生にわかりやすく 

教える『その道の達人派遣事業』を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール 

市立大学の教授等が高校に出向き、医

療、文化、芸術、環境など自らの専門

分野についてわかりやすく講義する。 

（プログラム数 38） 

留学生との交流 

市立大学の外国人留学生が高校生との

交流を通じて、自国の文化を伝える。 

匠の体験、ものづくり講座 
 

名古屋のものづくりの伝統、「技」

と「心」を高校生たちに伝える。

名古屋市技能職団体連合会とのタ

イアップ事業 

テーマ例：「大工教室」「手づくり

豆腐体験」など 

 

（プログラム数 12） 

①環境問題 ②国際理解 ③ものづくり 等 

出前ミュージアム（科学館） 
 

科学館の学芸員が、科学に関する講

義を行う。 

テーマ：「行ってみてわかった南極の魅

力」 

「元素周期表が好きになる話」 

「ドングリをめぐる生き物た

ちの戦略」 

「年代を測る～放射線で時を

越える～」 

（プログラム数 4） 

多彩な魅力あるプログラムで学校を支援します！ 

①教委から学校へプログラムを提示 

②学校はプログラムを選択し、申込 

③総合的学習などで授業を展開 
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その道の達人派遣事業（名古屋市立大学との連携事業） 

 

『教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール』（大学の出前講座） 
 
市立大学の教授等が高校へ！ 

授業にて、大学での最先端の研究内容を分かりやすく説明します。 

高校生に熱いメッセージを伝えます！ 

 

  

 

 

 

 

 

〈開催までの流れ〉                                       

                

  

 

 

 

 

 

 

 

開催希望時期 

（2024 年度） 
申込受付期間 調整結果連絡 

1・2・3 学期 2024 年 4 月 1 日（月）～15 日（月） 2024 年 5 月 7 日（火）頃までに 

2・3 学期 2024 年 6 月 3 日（月）～17 日（月） 2023 年 7 月 5 日（金）頃までに 

3 学期 2024 年 11 月 1 日（金）～15 日（金） 2023 年 12 月 5 日（木）頃までに 

 

〈経費支出〉 

 大学教員等への謝金、交通費及び謝礼品は必要ありません。 

 

〈お問い合わせ先〉 

 

 

 

 

 

 

 

 

※市立大学「教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール」ウェブページ

https://www.nagoya-cu.ac.jp/science/contribution/oshiete/ 

テーマの事例 

・高次脳機能を支えるグリア細胞 

・頭の良さや性格は遺伝子で決まっているか？ 

・少年犯罪 

・人工知能の過去・現在・未来 

        など 

各学校は、プログ

ラム一覧から希望

授業テーマを選択 

各学校は、必要事項を申込書に記入し、

市立大学宛てに FAX または E-mail を

送付後、市立大学「教えて博士」担当

（853-8308）へ連絡 

市立大学は、講師

の日程等を調整 

・申込書、実施報告書送付 → 市立大学総務部企画課「教えて博士」担当宛て 

               Tel ８５３－８３０８ Fax ８５３－０５５１     

  ※申込はＦＡＸまたは E-mail で！ E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp 

 

・プログラムについて  → 市立大学の各学部事務室等へ（各プログラムの連絡先参照） 

・経費支出について   → 教育委員会学事課学校財務担当 Tel ９７２－３２１５ 

市立大学は講師と

の調整結果を各学

校へ FAX または

E-mail で通知 

各学校は実施報告

書を記入し、市立大

学へ FAX または

E-mail で送付 

講師が各学校へ

出向いて授業を

実施 

各 学 校 と 講 師

が、直接、授業

の事前打合せを

実施 
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その道の達人派遣事業（名古屋市立大学との連携事業） 

『留学生との交流』（大学の出前講座～特別版～） 

 
外国人留学生との交流を通じて、異文化に対する興味や関心を高め、国際理解を深めま

せんか？市立大学の外国人留学生が高等学校を訪問し、母国や文化の紹介をします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈開催までの流れ〉    

 

 

 

 

 

 

 

 

＜お申し込みについて＞ 

○多数のご応募をいただいた場合、またお申込内容によりご希望に添えないこともございますので、あらかじめご了

承ください。 

○1 回につき派遣できる留学生の人数は２～4 名です。 
 

〈経費支出〉   謝金 ⇒ 留学生一人あたり 1,800 円（交通費込み） 

※経費は、マイスクールプランで対応してください。 

〈お問い合わせ先〉                             

 

 

 

 

 

※市立大学「教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール」ウェブページ

https://www.nagoya-cu.ac.jp/science/contribution/oshiete/ 

派遣可能時期 受付期間 調整結果連絡 

派遣可能国は留学生の 

在籍状況によりますので、 

ご相談ください。 6～7 月上旬 
202４年 4 月１日（月）～ 

     １９日（金） 
202４年 5 月 1０日（金）

頃まで     

11～12 月中旬 
202４年 9 月２日（月）～ 

     2０日（金） 
202４年 10 月 1１日（金）

頃まで     

＜内容＞ 
留学生が、母国、言語、音楽等の文化について紹介

をします。また、留学の意義や志望動機などを説明

します。 

＜過去の例＞ 

○パワーポイントを使用して母国・文化紹介をする。 

○ワークシートを使って留学生の母国に関するク

イズや文字の勉強(ハングル等)をする。 

 

ご希望に合わせて個別にご相談させて頂きます。 

※授業対象は、高校生です。 

 

申込・プログラムについて → 市立大学総務部企画課「留学生との交流」担当宛て 

Tel ８５３－８３０８ FAX ８５３－０５５１  

※申込は FAX または E-mail で！ E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-ac.cu.jp 

経費支出について →  教育委員会学事課学校財務担当   Tel ９７２－３２１５ 

各学校は、授業で中心

的に話して欲しい内

容を検討 

市立大学は、留学生

の日程等を調整 

各学校は実施報告書を

記入し、市立大学へ

FAX または E-mail で

送付 

各学校と市立大学

が、必要に応じて

事前打合を実施 

市立大学は、留学

生との調整結果

を各学校へ電話

等で通知 

留学生が授業を実

施。各学校は謝礼を

支払い、領収書を徴

収する 

各学校は、必要事項を申込書に記入

し、市立大学宛てに FAX または

E-mail を送付後、「留学生との交流」

担当（853-8308）へ連絡 
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学
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マ
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象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

1
浅

井
 清

文
学

長
高

次
脳

機
能

を
支

え
る

グ
リ

ア
細

胞

高
等

動
物

で
は

、
神

経
細

胞
（
ニ

ュ
ー

ロ
ン

）
以

外
の

細
胞

で
あ

る
グ

リ
ア

細
胞

が
、

脳
を

守
り

，
高

次
機

能
の

要
と

な
る

こ
と

が
近

年
明

ら
か

に
さ

れ
き

て
ま

し
た

。
こ

の
グ

リ
ア

細
胞

の
働

き
に

つ
い

て
紹

介
し

ま
す

。

高
校

1
･2

年
生

パ
ソ

コ
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

学
術

課
産

学
官

地
域

連
携

係
8
5
3
-
8
3
0
8

5
0
～

6
0
分

◆
理

事
長

コ
ー

ド
氏

名
所
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テ

ー
マ
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象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

2
郡

 健
二

郎
理

事
長

な
ぜ

？
な

に
？

大
学

の
魅

力
と

不
思

議

・
大

学
に

入
学

す
る

・
大

学
で

学
ぶ

・
大

学
か

ら
巣

立
つ

・
大

学
の

研
究

・
大

学
の

社
会

へ
の

貢
献

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
パ

ソ
コ

ン

ご
相

談
下

さ
い

。

学
術

課
産

学
官

地
域

連
携

係
8
5
3
-
8
3
0
8

2
時

間
程

度

コ
ー

ド
氏

名
所

属
テ

ー
マ

内
容

対
象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

3
飛

田
 秀

樹
医

学
研

究
科

教
授

ス
ト

レ
ス

と
身

体
の

反
応

ス
ト

レ
ス

と
は

何
か

？
　

ス
ト

レ
ス

に
対

す
る

身
体

の
反

応
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
か

？
　

過
剰

な
ス

ト
レ

ス
は

体
に

良
く
な

い
こ

と
は

知
ら

れ
て

い
る

が
、

ヒ
ト

の
成

長
に

お
い

て
ス

ト
レ

ス
も

必
要

な
側

面
も

あ
り

ま
す

。
ス

ト
レ

ス
と

身
体

の
反

応
に

つ
い

て
学

び
ま

し
ょ

う
。

高
校

1
年

～
3
年

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
ご

相
談

下
さ

い
。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

4
0
～

6
0
分

4
飛

田
 秀

樹
医

学
研

究
科

教
授

う
ま

味
と

こ
こ

ろ
：
腸

と
脳

の
連

絡
が

重
要

外
か

ら
は

見
え

な
く
と

も
”
こ

こ
ろ

”
の

中
で

は
情

が
動

い
て

い
る

（
情

動
）
。

　
基

本
味

の
”
う

ま
味

”
に

注
目

し
た

動
物

実
験

を
基

に
、

生
後

に
形

成
さ

れ
る

情
動

に
は

腸
と

脳
の

相
互

連
絡

が
い

か
に

重
要

で
あ

る
の

か
を

分
か

り
や

す
く
解

説
し

ま
す

。

高
校

1
年

～
3
年

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
ご

相
談

下
さ

い
。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

4
0
～

6
0
分

5
飛

田
 秀

樹
医

学
研

究
科

教
授

脳
機

能
の

再
生

・
再

建

脳
の

病
気

に
よ

っ
て

運
動

が
不

可
能

と
な

る
難

病
に

対
す

る
最

先
端

の
医

学
研

究
の

一
部

を
紹

介
し

ま
す

。
E
S

細
胞

や
iP

S
細

胞
を

用
い

た
医

療
へ

の
応

用
の

現
状

と
課

題
を

知
り

、
正

し
い

知
識

を
も

っ
て

未
来

の
医

療
を

考
え

ま
し

ょ
う

。

高
校

1
年

～
3
年

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
ご

相
談

下
さ

い
。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

4
0
～

6
0
分

意
欲

の
高

い
一

部
少

数
生

徒
に

向
け

た
講

義
に

も
対

応
可

。

6
大

石
 久

史
医

学
研

究
科

教
授

ノ
ー

ベ
ル

賞
か

ら
見

た
生

命
科

学
研

究
の

進
歩

近
年

、
生

命
科

学
研

究
の

進
歩

は
著

し
く
、

特
に

医
歯

薬
学

分
野

に
お

け
る

研
究

成
果

に
よ

っ
て

、
我

々
は

大
き

な
恩

恵
を

受
け

て
き

ま
し

た
。

最
近

の
成

果
や

今
後

に
つ

い
て

、
日

本
人

研
究

者
の

成
果

を
中

心
に

、
や

さ
し

く
解

説
し

ま
す

。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

4
0
分

～
9
0
分

7
奥

野
　

友
介

医
学

研
究

科
教

授

治
ら

な
い

病
気

を
治

る
病

気
に

変
え

る
研

究
と

い
う

仕
事

人
間

は
1
万

種
類

以
上

の
病

気
に

か
か

り
ま

す
が

、
そ

の
多

く
に

は
治

療
法

が
あ

り
ま

せ
ん

。
治

ら
な

い
病

気
を

治
る

病
気

に
変

え
て

い
く
研

究
者

の
仕

事
を

わ
か

り
や

す
く
紹

介
し

ま
す

。
高

校
1
年

～
3
年

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
ご

相
談

下
さ

い
。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

教
え

て
博

士
！

な
ぜ

？
な

に
？

ゼ
ミ

ナ
ー

ル
プ

ロ
グ

ラ
ム

　
（
高

等
学

校
）
　

＜
全

3
8
プ

ロ
グ

ラ
ム

＞

◆
教

授
等
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コ
ー

ド
氏

名
所

属
テ

ー
マ

内
容

対
象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

8
金

澤
 智

医
学

研
究

科
学

内
講

師
今

、
生

き
物

た
ち

は
ど

こ
に

い
る

の
？

　
１

）
日

経
サ

イ
エ

ン
ス

（
日

本
経

済
新

聞
社

刊
）
に

掲
載

し
た

記
事

を
中

心
に

、
身

近
な

生
き

物
や

普
段

は
見

る
事

の
で

き
な

い
環

太
平

洋
（
ア

ラ
ス

カ
、

カ
リ

フ
ォ

ル
ニ

ア
な

ど
）
に

住
む

生
物

と
ヒ

ト
、

環
境

と
の

か
か

わ
り

合
い

に
つ

い
て

の
話

　
２

）
自

分
を

取
り

巻
く
環

境
と

そ
こ

に
住

む
又

は
住

ん
で

い
た

（
特

に
愛

知
県

）
生

き
物

達
の

話
　

（
古

文
書

な
ど

も
紐

解
い

て
み

る
）
生

物
多

様
性

と
の

関
わ

り
に

つ
い

て
の

話

高
校

1
～

3
年

生

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ビ
デ

オ
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

又
は

ビ
デ

オ
を

見
る

事
の

で
き

る
テ

レ
ビ

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

3
0
分

～
4
0
分

程
度

9
金

澤
 智

医
学

研
究

科
学

内
講

師

自
分

の
か

ら
だ

は
、

ど
う

や
っ

て
守

ら
れ

て
い

る
の

？

病
原

体
か

ら
自

分
の

か
ら

だ
は

ど
の

よ
う

に
守

ら
れ

て
い

る
の

か
。

か
ら

だ
の

中
に

い
る

い
ろ

い
ろ

な
免

疫
担

当
細

胞
の

話
、

イ
ン

フ
ル

エ
ン

ザ
、

エ
イ

ズ
、

S
A

R
S

 な
ど

の
話

、
病

気
と

免
疫

担
当

細
胞

の
関

係
　

（
関

節
リ

ウ
マ

チ
等

自
己

免
疫

疾
患

の
話

）
組

織
の

ス
ラ

イ
ド

や
模

型
(持

参
)を

見
た

り
、

触
れ

た
り

し
て

み
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
で

き
れ

ば
顕

微
鏡

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

3
0
分

～
4
0
分

程
度

1
0

酒
々

井
 眞

澄
医

学
研

究
科

教
授

が
ん

予
防

教
室

・
発

が
ん

の
し

く
み

・
が

ん
の

防
ぎ

か
た

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

1
1

酒
々

井
 眞

澄
医

学
研

究
科

教
授

身
の

ま
わ

り
の

毒
・
身

の
ま

わ
り

の
毒

・
毒

か
ら

身
を

ま
も

る
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

1
2

酒
々

井
 眞

澄
医

学
研

究
科

教
授

食
品

の
安

全
性

・
安

心
・
安

全
な

食
品

と
は

・
健

康
食

品
の

安
全

性
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

1
3

酒
々

井
 眞

澄
医

学
研

究
科

教
授

く
す

り
を

正
し

く
使

う
・
く
す

り
と

は
・
く
す

り
の

作
用

と
副

作
用

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

1
4

酒
々

井
 眞

澄
医

学
研

究
科

教
授

く
す

り
の

作
り

方
現

代
の

く
す

り
の

開
発

物
語

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

6
0
分

1
5

鍋
島

 俊
隆

医
学

研
究

科
非

常
勤

講
師

乱
用

薬
物

に
は

絶
対

手
を

出
さ

な
い

身
近

な
ア

ル
コ

ー
ル

、
タ

バ
コ

、
シ

ン
ナ

ー
か

ら
麻

薬
、

覚
せ

い
剤

ま
で

乱
用

薬
物

に
は

ど
ん

な
も

の
が

あ
る

の
か

？
、

乱
用

薬
物

は
な

ぜ
危

険
か

？
薬

物
乱

用
を

防
ぐ

た
め

に
ど

う
す

る
か

？
高

校
1
～

3
年

生
ス

ク
リ

ー
ン

、
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ポ

イ
ン

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

医
学

研
究

推
進

課
研

究
推

進
係

8
5
3
-
8
0
7
7

4
5
分

～
9
0
分

1
6

中
川

 秀
彦

薬
学

研
究

科
教

授
薬

の
か

た
ち

と
効

き
目

薬
が

効
き

目
を

示
す

の
は

、
薬

が
私

た
ち

の
身

体
の

仕
組

み
に

あ
っ

た
「
形

」
を

し
て

い
る

か
ら

で
す

。
薬

を
「
分

子
」
の

レ
ベ

ル
で

と
ら

え
て

効
き

目
を

科
学

的
に

考
え

る
現

代
の

医
薬

品
開

発
の

方
法

を
紹

介
し

ま
す

。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

3
0
分

～
9
0
分

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

は
持

参
も

可

1
7

中
村

 精
一

薬
学

研
究

科
教

授
薬

と
化

学

薬
を

開
発

す
る

上
で

の
化

学
の

重
要

性
に

つ
い

て
1
. 
薬

は
な

ぜ
効

く
の

か
2
. 
医

薬
品

開
発

と
有

機
化

学
3
. 
医

薬
品

生
産

と
有

機
化

学

高
校

1
～

3
年

生
(有

機
化

学
履

修
後

が
望

ま
し

い
)

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
、

ス
ク

リ
ー

ン
ご

相
談

下
さ

い
。

薬
学

部
事

務
室

8
3
6
-
3
4
0
2

3
0
分

～
9
0
分

・
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

は
持

参
も

可

-5-



コ
ー

ド
氏

名
所

属
テ

ー
マ

内
容

対
象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

1
8

平
嶋

 尚
英

薬
学

研
究

科
教

授
見

る
生

物
学

我
々

の
か

ら
だ

を
つ

く
っ

て
い

る
細

胞
の

中
を

蛍
光

を
使

っ
て

目
に

見
え

る
よ

う
に

す
る

技
術

（
バ

イ
オ

イ
メ

ー
ジ

ン
グ

）
と

そ
の

成
果

に
つ

い
て

紹
介

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

ご
相

談
下

さ
い

。

1
9

服
部

 光
治

薬
学

研
究

科
教

授
再

生
医

療
と

移
植

医
療

有
効

な
薬

物
や

治
療

法
が

な
い

病
気

を
、

「
再

生
」
や

「
移

植
」
に

よ
っ

て
治

そ
う

と
す

る
試

み
が

盛
ん

に
な

っ
て

き
て

い
ま

す
。

本
講

義
で

は
、

人
体

の
再

生
や

移
植

に
よ

る
治

療
の

現
状

と
、

近
未

来
の

医
療

に
つ

い
て

お
話

し
ま

す
。

特
に

、
科

学
的

・
技

術
的

な
問

題
点

と
、

倫
理

・
法

律
的

な
問

題
点

を
、

区
別

し
て

お
話

し
ま

す
。

ま
た

、
幹

細
胞

、
E
S

細
胞

、
iP

S
細

胞
と

は
そ

れ
ぞ

れ
何

か
に

つ
い

て
、

で
き

る
だ

け
平

易
に

解
説

し
た

い
と

思
い

ま
す

。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

火
、

水
、

木
、

土
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

5
0
分

～
9
0
分

2
0

服
部

 光
治

薬
学

研
究

科
教

授

「
病

気
を

治
す

こ
と

」
以

外
を

目
的

と
す

る
薬

物
　

～
生

活
改

善
薬

と
ド

ー
ピ

ン
グ

「
薬

」
は

、
基

本
的

に
は

、
病

気
を

治
し

た
り

、
症

状
を

や
わ

ら
げ

た
り

す
る

た
め

の
も

の
で

す
。

し
か

し
、

人
間

の
「
欲

」
を

満
た

す
た

め
の

薬
も

数
多

く
開

発
さ

れ
つ

つ
あ

り
ま

す
。

「
痩

せ
る

薬
」
「
頭

が
良

く
な

る
薬

」
「
筋

肉
が

つ
く
薬

」
「
美

人
に

な
る

薬
」
な

ど
は

本
当

に
存

在
す

る
の

で
し

ょ
う

か
？

そ
う

い
う

薬
物

を
開

発
し

た
り

飲
ん

だ
り

す
る

こ
と

は
本

当
に

悪
い

こ
と

で
し

ょ
う

か
？

現
代

の
生

活
に

お
け

る
薬

物
の

役
割

に
つ

い
て

考
え

た
い

と
思

い
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

火
、

水
、

木
、

土
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

5
0
分

～
9
0
分

2
1

服
部

 光
治

薬
学

研
究

科
教

授

頭
の

良
さ

や
性

格
は

遺
伝

子
で

決
ま

っ
て

い
る

か
？

2
1
世

紀
に

入
っ

て
か

ら
人

間
の

遺
伝

子
に

関
わ

る
研

究
は

非
常

に
進

み
ま

し
た

。
近

年
、

特
定

の
病

気
に

な
る

確
率

や
薬

の
効

き
目

を
個

人
の

遺
伝

子
か

ら
判

定
す

る
と

い
う

会
社

も
出

て
き

ま
し

た
。

ま
た

、
性

格
や

才
能

を
調

べ
て

く
れ

る
と

い
う

も
の

ま
で

あ
り

ま
す

。
本

当
に

人
間

の
能

力
や

性
格

は
遺

伝
子

で
決

ま
っ

て
い

る
の

で
し

ょ
う

か
？

最
新

の
考

え
方

を
わ

か
り

や
す

く
説

明
し

ま
す

。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

火
、

水
、

木
、

土
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

5
0
分

～
9
0
分

2
2

湯
浅

 博
昭

薬
学

研
究

科
教

授
薬

の
体

内
で

の
動

き
を

考
え

る

薬
の

作
用

部
位

へ
の

到
達

性
は

治
療

効
果

を
作

用
す

る
要

因
で

す
。

こ
の

到
達

性
を

支
配

す
る

薬
物

動
態

（
腸

管
吸

収
ほ

か
）
及

び
薬

物
療

法
上

の
諸

問
題

と
の

関
わ

り
等

に
つ

い
て

解
説

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。
薬

学
部

事
務

室
8
3
6
-
3
4
0
2

6
0
分

2
3

茨
木

 智
経

済
学

研
究

所
准

教
授

大
学

の
「
情

報
処

理
論

」
を

体
験

し
よ

う

経
済

学
部

で
行

わ
れ

て
い

る
「
情

報
処

理
論

」
か

ら
、

プ
ロ

野
球

選
手

の
デ

ー
タ

分
析

を
取

り
上

げ
て

実
習

型
講

義
を

し
ま

す
。

高
校

で
学

ぶ
情

報
や

統
計

と
ど

の
よ

う
に

関
連

し
て

い
る

か
を

体
験

し
て

く
だ

さ
い

。

高
校

1
～

3
年

生
ご

相
談

下
さ

い
。

山
の

畑
事

務
室

経
済

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
8
0
9

4
5
分

程
度

パ
ソ

コ
ン

実
習

室
を

利
用
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コ
ー

ド
氏

名
所

属
テ

ー
マ

内
容

対
象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

2
4

鵜
飼

 宏
成

経
済

学
研

究
科

教
授

不
確

実
な

中
で

の
社

長
の

決
断

屋
台

ゲ
ー

ム
を

通
じ

て
、

買
い

手
の

行
動

、
お

金
の

流
れ

、
物

の
流

れ
を

シ
ミ

ュ
レ

ー
シ

ョ
ン

し
、

社
長

の
「
決

断
」
に

挑
戦

し
ま

す
。

高
校

1
・
2
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

経
済

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
8
0
9

9
0
分

（
4
5
分

×
2
）

タ
ブ

レ
ッ

ト
使

用
可

の
場

合
、

E
xc

e
lフ

ァ
イ

ル
を

ダ
ウ

ン
ロ

ー
ド

し
て

実
践

2
5

久
保

田
 健

市
人

間
文

化
研

究
科

教
授

体
験

で
知

る
「
人

の
多

様
性

」
（
1
）

社
会

心
理

学
は

人
間

関
係

の
中

で
生

じ
る

さ
ま

ざ
ま

な
心

の
動

き
を

解
明

す
る

学
問

で
す

。
受

講
生

に
は

い
く
つ

か
の

ゲ
ー

ム
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
て

も
ら

い
、

そ
の

体
験

を
通

じ
て

、
社

会
心

理
学

の
観

点
か

ら
、

人
々

の
間

に
あ

る
さ

ま
ざ

ま
な

違
い

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

、
授

業
の

ね
ら

い
で

す
。

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
人

の
多

様
性

と
は

」
（
多

様
性

理
解

）
・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
リ

ー
ダ

ー
に

な
っ

て
ほ

し
い

人
」
（
政

治
力

理
解

）

高
校

1
～

3
年

生
ス

ク
リ

ー
ン

、
O

H
P

又
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー

水
：

1
3
～

1
7
時

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

4
5
分

×
2
（
片

方
の

内
容

の
み

で
も

実
施

で
き

ま
す

）

・
参

加
者

は
最

大
で

4
0
人

程
度

と
し

ま
す

（
2
0
人

～
3
0
人

く
ら

い
が

望
ま

し
い

）
。

・
実

施
の

際
に

、
担

当
の

先
生

に
お

手
伝

い
を

お
願

い
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

2
6

久
保

田
 健

市
人

間
文

化
研

究
科

教
授

体
験

で
知

る
「
人

の
多

様
性

」
（
2
）

社
会

心
理

学
は

人
間

関
係

の
中

で
生

じ
る

さ
ま

ざ
ま

な
心

の
動

き
を

解
明

す
る

学
問

で
す

。
受

講
生

に
は

い
く
つ

か
の

ゲ
ー

ム
や

ワ
ー

ク
シ

ョ
ッ

プ
に

参
加

し
て

も
ら

い
、

そ
の

体
験

を
通

じ
て

、
社

会
心

理
学

の
観

点
か

ら
、

人
々

の
間

に
あ

る
さ

ま
ざ

ま
な

違
い

に
つ

い
て

の
理

解
を

深
め

る
こ

と
が

、
授

業
の

ね
ら

い
で

す
。

・
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

「
異

文
化

体
験

ゲ
ー

ム
B

aa
n
ga

を
や

っ
て

み
よ

う
」

（
多

様
性

理
解

）

高
校

1
～

3
年

生
ス

ク
リ

ー
ン

、
O

H
P

又
は

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー

水
：

1
3
～

1
7
時

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

4
5
分

×
2
（
片

方
の

内
容

の
み

で
も

実
施

で
き

ま
す

）

・
参

加
者

は
最

大
で

4
0
人

程
度

と
し

ま
す

（
2
0
人

～
3
0
人

く
ら

い
が

望
ま

し
い

）
。

・
実

施
の

際
に

、
担

当
の

先
生

に
お

手
伝

い
を

お
願

い
す

る
場

合
が

あ
り

ま
す

。

2
7

山
田

 美
香

人
間

文
化

研
究

科
教

授
少

年
犯

罪
①

罪
っ

て
何

？
②

罪
を

犯
す

と
ど

う
な

る
の

？
3
少

年
司

法
の

仕
組

み
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

4
5
分

～
5
0
分

2
8

山
田

 美
香

人
間

文
化

研
究

科
教

授
台

湾
と

日
本

人
写

真
・
資

料
を

使
っ

て
、

近
代

以
降

の
台

湾
史

を
紹

介
し

ま
す

。
世

界
史

・
日

本
史

の
授

業
の

一
環

で
利

用
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
パ

ソ
コ

ン

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

5
0
分

2
9

山
田

 美
香

人
間

文
化

研
究

科
教

授
清

末
・
中

華
民

国
・
中

華
人

民
共

和
国

の
歴

史

写
真

・
資

料
を

使
っ

て
、

近
代

以
降

の
中

国
史

を
紹

介
し

ま
す

。
世

界
史

・
日

本
史

の
授

業
の

一
環

で
利

用
し

て
い

た
だ

け
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
パ

ソ
コ

ン

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

5
0
分

3
0

上
田

 敏
丈

人
間

文
化

研
究

科
教

授

遊
び

の
中

で
育

つ
　

ー
乳

幼
児

へ
の

教
育

を
考

え
る

幼
稚

園
や

保
育

園
で

行
わ

れ
て

い
る

保
育

の
意

味
、

乳
幼

児
の

遊
び

の
中

で
の

学
び

を
中

心
に

学
習

す
る

こ
と

で
、

保
育

や
子

育
て

へ
の

理
解

を
深

め
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
-
、

ス
ク

リ
ー

ン
、

な
ど

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

4
5
分

3
1

谷
口

 由
希

子
人

間
文

化
研

究
科

准
教

授

貧
困

の
な

か
で

暮
ら

す
子

ど
も

た
ち

・
施

設
で

暮
ら

す
子

ど
も

た
ち

日
本

に
お

け
る

子
ど

も
の

貧
困

の
現

状
や

な
ん

ら
か

の
事

情
に

よ
り

保
護

者
と

と
も

に
暮

ら
す

こ
と

の
で

き
な

い
子

ど
も

た
ち

の
現

状
に

つ
い

て
と

も
に

考
え

ま
す

。
※

施
設

と
は

児
童

養
護

施
設

や
母

子
生

活
支

援
施

設
、

里
親

な
ど

を
指

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

人
文

社
会

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
0
6
2

4
0
分

程
度

3
2

青
木

 孝
義

芸
術

工
学

研
究

科
教

授

力
と

か
た

ち
、

地
震

、
イ

タ
リ

ア
の

歴
史

的
建

築
、

ブ
ー

タ
ン

の
建

築
な

ど

・
力

と
か

た
ち

に
関

す
る

話
か

ら
哲

学
ま

で
・
地

震
に

関
す

る
話

・
イ

タ
リ

ア
の

歴
史

的
建

築
物

に
関

す
る

話
・
ブ

ー
タ

ン
の

建
築

に
関

す
る

話
、

な
ど

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。

芸
術

工
学

部
事

務
室 7
2
1
-
1
2
2
5

ご
相

談
下

さ
い

。
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コ
ー

ド
氏

名
所

属
テ

ー
マ

内
容

対
象

学
年

必
要

機
材

活
動

可
能

日
連

絡
先

標
準

所
要

時
間

備
考

3
3

大
野

 暁
彦

芸
術

工
学

研
究

科
准

教
授

自
然

と
調

和
し

た
ま

ち
づ

く
り

を
考

え
る

自
然

（
主

に
植

物
）
の

ダ
イ

ナ
ミ

ズ
ム

を
理

解
し

な
が

ら
、

人
々

に
と

っ
て

快
適

で
楽

し
い

生
活

で
き

る
空

間
・
ま

ち
に

つ
い

て
考

え
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
模

造
紙

な
ど

ご
相

談
下

さ
い

。

芸
術

工
学

部
事

務
室 7
2
1
-
1
2
2
5

半
日

〜

3
4

尹
 奎

英
芸

術
工

学
研

究
科

教
授

カ
ー

ボ
ン

ニ
ュ

ー
ト

ラ
ル

と
建

築
カ

ー
ボ

ン
ニ

ュ
ー

ト
ラ

ル
の

実
現

シ
ナ

リ
オ

と
建

築
分

野
で

の
取

り
組

み
を

紹
介

し
ま

す
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

、
パ

ソ
コ

ン

ご
相

談
下

さ
い

。

芸
術

工
学

部
事

務
室 7
2
1
-
1
2
2
5

1
～

2
時

間
程

度

3
5

鈴
木

 善
幸

理
学

研
究

科
教

授
ウ

イ
ル

ス
の

進
化

ウ
イ

ル
ス

は
進

化
し

な
が

ら
ヒ

ト
に

感
染

し
疾

患
を

起
こ

し
ま

す
。

ウ
イ

ル
ス

進
化

研
究

の
話

題
を

い
く
つ

か
お

話
し

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

総
合

生
命

理
学

部
学

務
係

8
7
2
-
3
4
6
1

ご
相

談
下

さ
い

。

3
6

渡
邊

 裕
司

理
学

研
究

科
教

授
人

工
知

能
の

過
去

・
現

在
・
未

来

話
題

の
人

工
知

能
A

Iに
つ

い
て

、
そ

の
内

容
を

知
ら

ず
に

言
葉

だ
け

が
独

り
歩

き
し

て
い

る
と

感
じ

ま
す

。
そ

こ
で

、
ま

ず
は

人
工

知
能

が
命

名
さ

れ
た

1
9
5
6
年

か
ら

の
歴

史
と

様
々

な
研

究
を

紹
介

し
ま

す
。

そ
し

て
今

の
ブ

ー
ム

の
火

付
け

役
で

あ
る

機
械

学
習

の
一

つ
の

深
層

学
習

に
関

し
て

、
そ

の
ベ

ー
ス

と
な

る
ニ

ュ
ー

ラ
ル

ネ
ッ

ト
ワ

ー
ク

と
と

も
に

説
明

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

、
ス

ク
リ

ー
ン

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

総
合

生
命

理
学

部
学

務
係

8
7
2
-
3
4
6
1

9
0
分

程
度

3
7

渡
邊

 裕
司

理
学

研
究

科
教

授
P

yt
h
o
n
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
体

験
し

て
み

よ
う

世
界

で
最

も
人

気
の

プ
ロ

グ
ラ

ミ
ン

グ
言

語
P

yt
h
o
n
（
パ

イ
ソ

ン
）
を

学
ん

で
、

実
際

に
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

を
体

験
し

ま
す

。
G

o
o
gl

e
C

o
la

b
o
ra

to
ry

や
P

yT
ry

を
使

え
ば

ブ
ラ

ウ
ザ

上
で

P
yt

h
o
n
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

が
可

能
で

す
。

P
yt

h
o
n
プ

ロ
グ

ラ
ミ

ン
グ

が
初

め
て

の
方

を
対

象
に

基
礎

か
ら

説
明

し
ま

す
。

高
校

1
～

3
年

生

ネ
ッ

ト
接

続
し

た
ブ

ラ
ウ

ザ
を

使
え

る
パ

ソ
コ

ン
ま

た
は

タ
ブ

レ
ッ

ト
（
一

人
一

台
が

望
ま

し
い

）

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

総
合

生
命

理
学

部
学

務
係

8
7
2
-
3
4
6
1

9
0
分

～
1
2
0
分

程
度

内
容

に
関

す
る

事
前

打
合

せ
を

念
入

り
に

3
8

横
山

 清
子

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

学
部

教
授

人
間

工
学

に
お

け
る

デ
ー

タ
サ

イ
エ

ン
ス

人
間

工
学

が
ど

ん
な

学
問

か
を

簡
単

に
説

明
し

た
上

で
、

人
の

心
や

身
体

の
状

態
、

動
作

を
測

定
・
分

析
し

、
製

品
開

発
や

熟
練

技
能

伝
承

な
ど

へ
の

応
用

事
例

を
紹

介
し

ま
す

。
高

校
1
～

3
年

生
プ

ロ
ジ

ェ
ク

タ
ー

ご
相

談
下

さ
い

。

山
の

畑
事

務
室

ﾃ
ﾞｰ

ﾀ
ｻ

ｲ
ｴ

ﾝ
ｽ

学
部

学
務

係
8
7
2
-
5
8
8
5

9
0
分

程
度
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名古屋市立大学 総務部企画課 行  

（FAX：052-853-0551 E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp） 

※申込書送信後、「教えて博士」担当（052-853-8308）までご連絡ください。 

『教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール』 申込書 
 

  年  月  日 

 

対象学年    年生 クラス数   クラス 合計人数    人 

授業形態 
 

 

 

希望日時 

第１希望 
   月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

第２希望 
月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

第３希望 
月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

 

希望授業 

第１希望 

授業コード  講師名  

テーマ  

第２希望 

授業コード  講師名  

テーマ  

第３希望 

授業コード  講師名  

テーマ  

※希望日時と希望授業について   １ 希望日時を優先する。 

（右の１～３を○で囲んで下さい。）   ２ 希望授業を優先する。 

      ３ どちらでも良い。 

学 校 名  学校長名  

住  所 
 

 

教頭氏名  担当者氏名  

電話番号  FAX 番号  

E - M a i l  

-9-
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「教えて博士！なぜ？なに？ゼミナール」実施報告書 

学 校 名  学 年  

受 講 ク ラ ス 数  受 講 生 徒 数  

講 師 名  

プログラムテーマ  

受講年月日・時間  

 

●申込・事前打合せ・講義に関して、お気づきの点がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

●今後どのような講義を生徒に受けさせたいですか。 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

この実施報告書は、名古屋市立大学 総務部企画課宛てに E-mail または FAX にてお

送りください。 

E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp 

FAX：052－853－0551 
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名古屋市立大学 総務部企画課 行  

（FAX：052-853-0551 E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp） 

※申込書送信後、「留学生との交流」担当（052-853-8308）までご連絡ください。 

「留学生との交流」申込書 
 

  年  月  日 

 

対象学年    年生 クラス数   クラス 合計人数    人 

授業形態 
 

 

 

希望日時 

第１希望 
   月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

第２希望 
月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

第３希望 
月   日（  曜日）午前・午後  時  分から 

              午前・午後  時  分まで 

 

希望授業 

希望国 

※複数選択可 

ご相談ください 

 

授業で話して

ほしい内容 

 

 

※希望日時と希望授業について   １ 希望日時を優先する。 

（右の１～３を○で囲んで下さい。）   ２ 希望授業を優先する。 

      ３ どちらでも良い。 

学 校 名  学校長名  

住  所 
 

 

教頭氏名  担当者氏名  

電話番号  FAX 番号  

E - M a i l  
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「留学生との交流」実施報告書 

学 校 名  学 年  

受 講 ク ラ ス 数  受 講 生 徒 数  

留 学 生 の 出 身 国 

留 学 生 名 

 

授 業 の 内 容  

受講年月日・時間  

 

●申込・事前打合せ・講義に関して、お気づきの点がありましたらご記入ください。 

 

 

 

 

 

 

 

●今後どのような講義を生徒に受けさせたいですか。 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

この実施報告書は、名古屋市立大学 総務部企画課宛てに E-mail または FAX にてお

送りください。 

E-mail：kokaikoza@sec.nagoya-cu.ac.jp 

FAX：052－853－0551 
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その道の達人派遣事業（名古屋市技能職団体連合会との連携事業） 

匠の体験、ものづくり講座   
 

職人を学校に派遣し、ものづくりの楽しさや素晴らしさを高校生に体験してもらい、

名古屋のものづくりの伝統、「技」と「心」を伝えます。 
派遣する職人は、名古屋市技能職団体連合会に所属する組合の方たちです。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〈開催までの流れ〉 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈授業形態〉 
 開催場所・派遣職人数・授業時間・対象学年・対象生徒数・費用は、プログラムに

より異なります。詳しくは「プログラム一覧」をご覧ください。 
 
〈支払方法〉 

・ 費用はマイスクールプランで対応してください。（材料費も執行可） 
・ 支払は組合から見積書と請求書をもらい、委託料で支払います。(学校で職人に

現金は支払いません)《見積書・請求書の記載例については、巻末ページ参

照》 
〈お問い合わせ先〉 

  
 
 
 
 
 
 
 
＊名古屋市技能職団体連合会ウェブサイト http://www.meigiren.com/manabu/takumi.htm 

【テーマ】 
・ 大工教室 （愛知県建築組合連合会） 
・ 手づくり豆腐体験（愛知県豆腐商工業協同組合） 

 
               をはじめ１２プログラム 

学校が、プロ

グラムからテ

ーマを選択す

る（申込は随

時） 

申込書に記入し、ＦＡＸを送

る。（名古屋市技能職団体連合

会事務局宛て。以下、事務局と

略）申込は開催希望日の１～2
ヵ月前までに。 

事務局（または組合）か

ら実施の可否について学

校へ電話で連絡します。 

学校がアンケート

に記入し、事務局

へ FAX で提出 

学校と組合との事前

打ち合わせ 
(派遣人数、委託料

等の決定) 
→組合が見積書送付 

事業開始は 
２０２４年４月から 

匠の体験・

ものづくり

講座開催！ 
 

組合が請求書を学

校へ送付。学校が

委託料の支出命令

書作成・提出 

プログラムの内容について→ 名古屋市技能職団体連合会事務局 
          Tel （ ７４５－６１７１）  Fax（ ７３５－２１３８） 
経費支出について    → 教育委員会学事課学校財務担当 

Tel （９７２－３２１５） 
その他         → 教育委員会指導室 

Tel （９７２－３２３６） 
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匠
の

体
験

、
も

の
づ

く
り

講
座

プ
ロ

グ
ラ

ム
一

覧
（
高

等
学

校
版

）

派
遣

費
用

・
共

通
材

料
費

（
派

遣
人

数
）

材
料

費
（
生

徒
１

人
当

た
り

費
用

）

1
愛

知
県

建
築

組
合

連
合

会
大

工
教

室

長
年

培
っ

て
き

た
「
人

や
自

然
に

や
さ

し
い

住
宅

造
り

」
の

技
を

紹
介

致
し

ま
す

。
木

材
に

触
れ

て
、

ト
ン

カ
チ

、
ノ

コ
ギ

リ
、

カ
ン

ナ
な

ど
を

実
際

に
体

験
し

、
木

造
住

宅
の

素
材

を
肌

で
感

じ
て

頂
き

た
い

で
す

。

２
時

間
高

校
１

～
３

年
1
0
～

1
5
名

1
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
2
～

3
名

）
－

２
，

３
，

４
，

５
月

を
除

く

2
愛

知
県

豆
腐

商
工

業
協

同
組

合
手

づ
く
り

豆
腐

体
験

お
豆

腐
の

知
識

を
学

べ
る

「
お

豆
腐

ク
イ

ズ
」
を

４
０

分
程

度
行

い
、

そ
の

後
お

豆
腐

づ
く
り

を
体

験
し

ま
す

。
手

作
り

豆
腐

体
験

で
は

、
実

際
に

豆
乳

を
鍋

で
温

め
て

も
ら

い
、

紙
コ

ッ
プ

に
に

が
り

を
入

れ
固

め
ま

す
。

２
回

の
豆

腐
作

り
で

豆
腐

の
美

味
し

さ
を

し
っ

て
い

た
だ

き
日

本
の

食
文

化
を

伝
え

ま
す

。

１
時

間
３

０
分

高
校

１
～

３
年

１
ク

ラ
ス

（
3
5
名

程
度

）

5
,5

0
0
円

/
1
人

（
1
名

）
3
3
0
円

７
、

８
、

１
２

月
を

除
く
平

日

3
愛

知
和

服
裁

縫
業

協
同

組
合

手
縫

い
に

挑
戦

！
”
シ

ュ
シ

ュ
”
を

作
り

な
が

ら
、

昔
か

ら
受

け
継

が
れ

て
い

る
「
手

縫
い

の
技

」
に

「
針

と
糸

」
を

使
っ

て
挑

戦
し

て
み

ま
せ

ん
か

？
１

時
間

高
校

１
～

３
年

１
ク

ラ
ス

（
1
0
～

1
5

名
）

1
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
２

～
３

名
）

5
0
0
円

～
１

，
３

，
４

，
８

、
１

２
月

を
除

く

三
味

線
っ

て
な

に
？

日
本

に
古

く
か

ら
愛

さ
れ

た
日

本
音

楽
に

親
し

ん
で

和
音

や
リ

ズ
ム

の
感

覚
が

学
ん

で
頂

け
ま

す
。

そ
し

て
生

徒
た

ち
が

合
奏

し
て

楽
し

い
時

間
が

過
ご

せ
ま

す
。

１
時

間
高

校
１

～
３

年
１

ク
ラ

ス

2
0
,0

0
0
円

/
1
人

(1
～

4
名

)
1
0
,0

0
0
円

/
1
人

(助
手

1
名

)

－
い

つ
で

も
可

琴
っ

て
な

に
？

日
本

に
古

く
か

ら
愛

さ
れ

た
日

本
音

楽
に

親
し

ん
で

和
音

や
リ

ズ
ム

の
感

覚
が

学
ん

で
頂

け
ま

す
。

そ
し

て
生

徒
た

ち
が

合
奏

し
て

楽
し

い
時

間
が

過
ご

せ
ま

す
。

１
時

間
高

校
１

～
３

年
１

ク
ラ

ス

2
0
,0

0
0
円

/
1
人

(1
～

4
名

)
1
0
,0

0
0
円

/
1
人

(助
手

1
名

)

－
い

つ
で

も
可

5
愛

知
県

美
容

業
生

活
衛

生
同

業
組

合
ビ

ュ
ー

テ
ィ

ー
セ

ミ
ナ

ー

ヘ
ア

ス
タ

イ
ル

や
着

付
け

だ
け

で
な

く
、

メ
イ

ク
や

エ
ス

テ
、

ネ
イ

ル
な

ど
、

”
お

客
様

を
美

し
く
す

る
”
技

術
は

多
岐

に
わ

た
っ

て
い

ま
す

。
そ

ん
な

美
容

の
総

合
的

な
知

識
を

、
モ

デ
ル

ウ
ィ

ッ
グ

を
使

っ
た

実
践

や
講

義
を

通
し

て
わ

か
り

や
す

く
解

説
し

ま
す

。

２
時

間
高

校
１

～
３

年
１

ク
ラ

ス
1
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
１

～
４

名
）

－
月

曜
日

、
火

曜
日

内
  
  
  
  
容

講
座

時
間

対
象

学
年

人
数

4
中

部
和

楽
器

商
組

合

授
業

可
能

日

委
託

料
の

内
訳

N
o

所
属

テ
ー

マ

※
派

遣
人

数
、

委
託

料
、

内
容

に
つ

い
て

不
明

な
点

は
、

名
古

屋
市

技
能

職
団

体
連

合
会

事
務

局
（
T
e
l　

0
5
2
-
7
4
5
-
6
1
7
1
）
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
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派
遣

費
用

・
共

通
材

料
費

（
派

遣
人

数
）

材
料

費
（
生

徒
１

人
当

た
り

費
用

）

内
  
  
  
  
容

講
座

時
間

対
象

学
年

人
数

授
業

可
能

日

委
託

料
の

内
訳

N
o

所
属

テ
ー

マ

6
名

古
屋

扇
子

製
造

組
合

「
携

帯
フ

ァ
ン

（
扇

子
）
」

で
エ

コ
ラ

イ
フ

宣
言

名
古

屋
は

、
京

都
と

並
ぶ

日
本

の
扇

子
の

産
地

で
す

。
奈

良
時

代
に

中
国

か
ら

日
本

に
伝

え
ら

れ
た

扇
子

は
、

自
然

の
風

を
呼

び
ま

す
。

暑
い

か
ら

と
い

っ
て

す
ぐ

扇
風

機
や

エ
ア

コ
ン

の
ス

イ
ッ

チ
を

入
れ

て
ま

せ
ん

か
？

扇
子

の
歴

史
と

良
さ

を
知

っ
て

も
ら

い
ま

す
。

１
時

間
高

校
１

～
３

年
１

ク
ラ

ス
3
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
1
名

）
－

7
愛

知
県

左
官

業
協

同
組

合
自

然
素

材
で

”
健

康
”
を

実
感

左
官

の
歴

史
、

内
容

に
つ

い
て

の
お

話
の

後
、

鏝
で

土
壁

を
一

人
ひ

と
り

塗
っ

て
も

ら
い

ま
す

。
ま

た
、

時
間

が
あ

れ
ば

、
土

・
石

膏
等

で
造

形
物

を
作

製
し

ま
す

。

１
時

間
（
講

義
だ

け
）
～

１
日

高
校

１
～

３
年

１
ク

ラ
ス

2
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
１

～
３

名
）

材
料

費
5
,0

0
0
円

5
0
0
円

い
つ

で
も

8
全

愛
知

建
設

労
働

組
合

キ
ミ

も
大

工
さ

ん
に

な
ろ

う
！

腕
利

き
の

大
工

さ
ん

た
ち

が
の

こ
ぎ

り
や

カ
ン

ナ
な

ど
を

使
っ

て
実

演
を

行
い

、
木

工
教

室
の

指
導

を
行

い
ま

す
。

指
導

目
的

は
、

「
も

の
作

り
の

喜
び

と
楽

し
さ

を
一

人
で

も
多

く
の

方
々

に
伝

え
て

い
き

た
い

」
と

考
え

て
い

ま
す

。

半
日

～
１

日
高

校
１

～
３

年
1
ク

ラ
ス

半
日

の
場

合
 8

,5
0
0
円

/
1
人

１
日

の
場

合
1
6
,0

0
0
円

/
1
人

（
１

～
1
0
名

）

1
5
0
0
円

年
1
回

9
愛

知
県

寝
具

技
能

士
会

寒
さ

か
ら

人
々

を
救

っ
た

も
め

ん
綿

も
め

ん
綿

は
、

ふ
と

ん
や

糸
や

布
に

も
な

る
素

材
で

す
。

そ
の

も
め

ん
綿

を
使

っ
て

ふ
と

ん
や

糸
を

作
っ

て
み

ま
せ

ん
か

？
２

時
間

高
校

１
～

３
年

１
ク

ラ
ス

8
,0

0
0
円

/
1
人

（
2
名

）
1
,5

0
0
円

９
，

１
０

，
１

１
，

１
２

月
を

除
く
年

３
回

1
0

靴
デ

ザ
イ

ン
・
ク

ラ
フ

ト
ス

ク
ー

ル
運

営
委

員
会

健
康

は
足

も
と

か
ら

靴
は

足
に

フ
ィ

ッ
ト

し
て

い
る

か
ど

う
か

に
よ

っ
て

健
康

に
も

大
き

な
影

響
を

及
ぼ

し
ま

す
。

靴
が

で
き

る
ま

で
の

工
程

を
み

て
も

ら
い

な
が

ら
、

足
に

あ
っ

た
靴

を
は

く
大

切
さ

を
知

っ
て

も
ら

い
ま

す
。

2
時

間
高

校
１

～
３

年
1
ク

ラ
ス

5
,0

0
0
円

/
1
人

（
2
名

）
2
,0

0
0
円

（
幼

児
靴

）

1
1

名
古

屋
仏

壇
商

工
協

同
組

合
仏

壇
の

お
話

と
体

験

名
古

屋
は

三
河

と
と

も
に

仏
壇

づ
く
り

の
産

地
と

し
て

知
ら

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

講
座

で
は

、
大

き
く
八

つ
の

製
造

工
程

で
成

り
立

っ
て

い
る

仏
壇

製
造

に
つ

い
て

ビ
デ

オ
鑑

賞
を

ま
じ

え
わ

か
り

や
す

く
解

説
し

ま
す

。
ま

た
、

飾
り

金
具

、
金

箔
張

、
蒔

絵
等

の
応

用
も

体
験

で
き

ま
す

。

半
日

高
校

１
～

３
年

1
ク

ラ
ス

1
0
,0

0
0
円

/
1
人

（
2
名

）
8
,0

0
0
円

/
1
人

（
助

手
2
名

）

5
0
0
円

年
２

～
４

回

※
派

遣
人

数
、

委
託

料
、

内
容

に
つ

い
て

不
明

な
点

は
、

名
古

屋
市

技
能

職
団

体
連

合
会

事
務

局
（
T
e
l　

0
5
2
-
7
4
5
-
6
1
7
1
）
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
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派
遣

費
用

・
共

通
材

料
費

（
派

遣
人

数
）

材
料

費
（
生

徒
１

人
当

た
り

費
用

）

内
  
  
  
  
容

講
座

時
間

対
象

学
年

人
数

授
業

可
能

日

委
託

料
の

内
訳

N
o

所
属

テ
ー

マ

1
2

愛
知

県
麺

類
食

堂
生

活
衛

生
同

業
組

合

手
打

ち
麺

体
験

道
場

（
き

し
め

ん
・
そ

ば
・
う

ど
ん

）

小
麦

粉
な

ど
の

原
料

と
塩

水
を

練
り

合
わ

せ
た

 
生

地
を

麺
棒

で
延

ば
し

ま
す

。
　

そ
ば

、
き

し
め

ん
作

り
を

し
た

後
は

、
試

食
ま

で
提

供
し

ま
す

。
3
時

間
高

校
１

～
３

年
2
0
名

程
度

（
相

談
に

応
じ

ま
す

）

そ
の

都
度

相
談

(場
所

や
内

容
等

に
よ

り
変

わ
り

ま
す

）

1
,8

0
0
円

（
試

食
付

）
応

相
談

※
派

遣
人

数
、

委
託

料
、

内
容

に
つ

い
て

不
明

な
点

は
、

名
古

屋
市

技
能

職
団

体
連

合
会

事
務

局
（
T
e
l　

0
5
2
-
7
4
5
-
6
1
7
1
）
ま

で
ご

連
絡

く
だ

さ
い

。
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  　　　年　　　月　　　日

　名古屋市技能職団体連合会事務局　　御中

学校名

〒　　　　－

学校長名 担当者名

電話番号 ＦＡＸ番号

E-mail

対象学年 クラス数 合計人数

開催場所

　　　　　　　時　　　　　　　分から

　　　　　　　時　　　　　　　分まで

　　　　　　　時　　　　　　　分から

　　　　　　　時　　　　　　　分まで

　　　　　　　時　　　　　　　分から

　　　　　　　時　　　　　　　分まで

備考　（要望等ありましたら記入ください）

名古屋市技能職団体連合会事務局までお送りください。　　ＦＡＸ番号　０５２－７３５－２１３８

「匠の体験、ものづくり講座」申込書

希望日時

第１希望

第２希望

第3希望

プログラム名

　　　　月　　　　　日（　　　　　曜日）　

　　　　月　　　　　日（　　　　　曜日）　

　　　　月　　　　　日（　　　　　曜日）　

住所
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      今後の講座の内容の充実のため、以下のアンケートにご協力ください。

学校名 学年

受講クラス数 受講児童生徒数

プログラム名

受講日

【打ち合わせについて】

１．講師とはどういう形で打ち合わせをしましたか。

　　□電話で（　　　　回）　　□メールで（　　　　回）　　□直接会って（　　　　回）　

２．講師との打ち合わせは思うようにできましたか。（不満と答えた方はその理由も）

　　□十分できた　　　　□だいたいできた　　　　□やや不満　　　　□とても不満

（理由）

【講座当日について】

１．講座の内容はいかがでしたか。

　　□わかりやすい　　　　□ふつう　　　　　□わかりにくい

２．講座の時間はいかがでしたか。

　　□長い　　　　□ふつう　　　　　□短い

３．子どもたちの反応はいかがでしたか。

□とても関心をもっていた　□やや関心をもっていた　□あまり関心を示さなかった　□不満そうだった

（理由）

４．今後、どのような講座を子どもたちに受けさせたいですか。

（プログラムにないものでもかまいません）

５．『講座』に関することでお気づきの点や、ご助言などございましたらご記入ください。

　　　　今後の参考にさせていただきますので、ご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。このアンケート用紙は、後日、名古屋市技能職団体連合会事務
局にファックス（FAX ７３５－２１３８）で提出くださるようお願いします。

「匠の体験、ものづくり講座」アンケート
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№
テ

ー
マ

内
容

対
象
学
年

所
要
時
間

授
業
可
能

日
申
込
時
期

1
行

っ
て

み
て

わ
か

っ
た

南
極

の
魅

力

南
極

と
は
ど
の
よ
う
な
場
所
な
の
か
、
南
極
観
測
隊
は
何
を
す
る
た

め
に

南
極
へ
行
っ
て
い
る
の
か
、
南
極
で
は
ど
の
よ
う
な
生
活
を
し

て
い

る
の
か
な
ど
に
つ
い
て
、
第
5
6
次
・
第
5
8
次
南
極
観
測
隊
に
参

加
し

た
学
芸
員
が
講
演
し
ま
す
。

2
元

素
周

期
表

が
好

き
に

な
る

話

人
類

史
上
最
も
美
し
い
元
素
周
期
表
が
完
成
し
て
い
る
今
こ
そ
、
元

素
周

期
表
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
！

メ
ン

デ
レ
ー
エ
フ
ら
周
期
表
研
究
者
や
様
々
な
周
期
表
な
ど
、
そ
の

魅
力

を
余
す
こ
と
な
く
紹
介
し
ま
す
。

3
ド
ン

グ
リ

を
め

ぐ
る

生
き

物
た

ち
の

戦
略

身
近

な
ド
ン
グ
リ
を
め
ぐ
る
様
々
な
生
き
物
た
ち
の
利
用
し
あ
う
関

係
（

生
物
間
相
互
作
用
）
を
紹
介
し
ま
す
。

4
年
代

を
測

る
～
放

射
線

で
時

を
越

え
る

～

放
射

線
の
利
用
方
法
と
し
て
、
年
代
測
定
に
つ
い
て
お
話
し
し
ま

す
。

年
代
測
定
の
し
く
み
か
ら
実
際
に
使
わ
れ
て
い
る
研
究
に
つ
い

て
ま

で
。
一
緒
に
時
を
越
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※
全

て
の

テ
ー

マ
で

プ
ロ

ジ
ェ

ク
タ

ー
と

ス
ク

リ
ー
ン
が
必
要
。
P
C
は
科
学
館
か
ら
持
ち
込
み
ま
す
の
で
接
続

方
法
等
は
講
師
と
打
合
せ
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
経

費
は

科
学

館
負

担
で

す
。

1
時
限

火 曜 日 か ら 金 曜 日

高
校
１
～
３

年

随 時 （ 年 間 の べ 回 数 限 度 に 到 達 す る ま で （ 先 着 順 ） ）

出
前

サ
イ

エ
ン

ス
ゼ

ミ
ナ

ー
ル

　
（

科
学

館
）

　
プ

ロ
グ

ラ
ム

一
覧

　
（

高
校

）
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  　　　年　　　月　　　日

（次のいずれかに○印をつけてください）

名古屋市科学館　学芸課　宛

学校名

学校長名 担当者名

電話番号 IP電話番号

FAX番号 E-mail

希望学年 クラス数 合計人数

開催場所

　　　　　時　　　　分から

　　　　　時　　　　分まで

　　　　　時　　　　分から

　　　　　時　　　　分まで

　　　　　時　　　　分から

　　　　　時　　　　分まで

備考　（要望等ありましたら記入ください）

名古屋市科学館　学芸課までＦＡＸしてください。　ＦＡＸ番号　０５２－２０３－０７８８　　　　　

出前ものづくり工房

出前サイエンスゼミナール

「出前ミュージアム（科学館）」申込書

希望日時

第１希望

第２希望

第3希望

希望プログラム名

　　　　月　　　日（　　　曜日）　

　　　　月　　　日（　　　曜日）　

　　　　月　　　日（　　　曜日）　

住所
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名古屋市科学館 宛　FAX:052(203)0788

出前ものづくり
出前サイエンスゼミナール

学　校　名 ご担当者

受　講　日 学　　年

受講クラス数 受講者数

プログラム名

【打ち合わせについて】
１．講師とはどういう形で打ち合わせをしましたか。
　　□電話で（　　　　回）　　□メールで（　　　　回）　　□直接会って（　　　　回）　

２．講師との打ち合わせは思うようにできましたか。（不満と答えた方はその理由も）
　　□十分できた　　　　□だいたいできた　　　　□やや不満　　　　□とても不満
（理由・補足など）

【講座当日について】
１．講座の内容はいかがでしたか。
　　□わかりやすい　　　　□ふつう　　　　　□わかりにくい

２．講座の時間はいかがでしたか。
　　□長い　　　　□ふつう　　　　　□短い

３．子どもたちの反応はいかがでしたか。
□とても関心をもっていた　□やや関心をもっていた　□あまり関心を示さなかった　□不満そうだった
（理由・補足など）

４．今後、どのような講座を子どもたちに受けさせたいですか。
プログラムにないテーマでもかまいません。

５．『講座』に関することでお気づきの点や、ご助言などございましたらご記入ください。
今後の参考にさせていただきますので、ご自由にお書きください。

ご協力ありがとうございました。このアンケート用紙は、科学館にファックスでお送りください。

「出前ミュージアム（科学館）」アンケート
どちらかに○を
つけてください

令和   年   月   日
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その道の達人派遣事業（名古屋国際センターとの連携事業） 

世界を知ろう！NIC
ニ ッ ク

地球市民教室 
NIC 地球市民教室に登録する外国人講師や登録団体のスタッフなどが高等学校に出向き、異

文化理解を深め、貧困、教育、多様性、多文化共生など世界の現状について考える機会を提

供します。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
〈経費支出〉 

・ 経費はマイスクールプランで対応してください。 

・ 講師料は、講座当日に、講師へ直接お支払いください。（源泉徴収必要） 

・ 講師料…８，０００円（源泉徴収税額、当日の交通費込み） 

※ 事前打合せ等が必要な場合は、上記講師料以外に、別途交通費をお支払いください。 

 

〈開催までの流れ〉  
 
 
 
※申込書は実施 2～3 か月前までにご提出ください。同時に講師 5 名以上を派遣する場合や【世界を考える】 

講座を実施希望の場合は、3 か月前までにお申し込みください。 

〈申し込み・問い合わせ〉 
（公財）名古屋国際センター事業課（月曜休館）      Tel ５８１－５６９１ 

                          E-mail koryu@nic-nagoya.or.jp 

Fax ５８１－５６２９ 

経費支出についての問い合わせは、教育委員会学事課学校財務担当へ 
Tel ９７２－３２１５ 

    ※名古屋国際センターウェブサイト https://www.nic-nagoya.or.jp/  

 ＜内容＞ 
【世界を知る】 

外国人講師の出身国の文化、言葉、生活習慣、日本での生活の様子などを紹介しながら参加者と交流しま
す。 

［テーマの例］料理、ダンス、ゲームなど 
 

【世界を考える】 
SDGs の目標達成に向けて、地球や地域のさまざまな課題や取り組みに関する講座やワークショップを行いま

す。 
［テーマの例］貧困、教育、環境、多文化共生など（別紙 プログラム例を参照） 

 
※ テーマや内容は、ご要望に応じて、事前の打ち合わせで決めます。 
※ 1 回の講座は 2 時限（90 分程度）を目途とします。 
※ 公開モデル授業「発見！体験！地球市民キャンパス」を実施します（開催予定日：2024 年 7～9 月の 

いずれか）。国際理解やアクティブラーニングの授業の参考にしていただけます。 

学校が NIC へ 

E-mail もしくは FAX

で申込書を提出 

出前講座開催 

講師料の支払い 

NIC から

講師を 

紹介 

学校と講師で講座

のねらいや 

内容の打合せ 

 ■外国人講師って、どんな人？ 

NIC 地球市民教室に登録された在住外国人（留学生や社会人等）で日本

語が話せる方々です。アジアを中心に世界各国出身の多彩な人材が登録し

ています。（別紙 外国人講師 登録国・地域一覧を参照） 
 

■登録団体はどんな団体？ 
地球や地域の課題に関する活動をしている当地域の NGO・NPO 等が登録し

ています。（別紙 登録団体一覧を参照） 

 

学校と NIC で

講座のねらい

や内容の確認 
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多様な価値観 

【ねらい】 

多様性が前提に成り立つ母国/海外の事例から、「違い」を認め合

い、共生するための社会づくりの重要性に気づくとともに、私たちの暮ら

す日本について、さらには多様性を活かした地域社会づくりに向けて、

一人ひとりができることを考える。 

 

 

多文化共生 

【ねらい】 

多様な背景を持つ外国人が日本に住んでいること、人々が国境を越

えて移動する理由を知る。また、海外の多民族・多文化国家の文化を

知ることで、多様な文化を受け入れ、尊重する大切さを理解し、日本の

多文化共生について考える。 

 

SDGs 

【ねらい】 

身近なモノ・コトと地球や地域の課題とのつながりから、すべての

人々がよりよい生活を送れる持続可能な世界とは何かを考える。世界

各国の水の使い方や、水に対する考え方を知り、多様な文化や環境

下で生活する人々のことを知る。水という 1 つの事象が、環境や社会

福祉、経済成長など様々な側面につながっていることに気付き、地域

や地球のために自分ができることを考える。 

 

 

世界のすべての子どもに教育を～世界寺子屋運動～ 

【ねらい】 

世界寺子屋運動*の活動を通して、途上国の子どもたちの状況を知

る。さらに、文字が読めない体験や、学べないことで起こる状況やその

要因について考え、地球の課題に気づく。またその解決のために、自ら

ができる国際協力への行動につなげる。 

 

＊世界寺子屋運動とは？ 

国際識字年（1990年）をきっかけに（公社）日本ユネスコ協会連盟

によって始められた運動です。様々な要因で教育の機会を失ったり、読み書き・計算ができない人々

に「学びの場=寺子屋」を提供しています。 

 

 

 

 

NIC 地球市民教室 世界を考えるプログラム例 
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FAX番号 （　　　　　）　　　－　　

派遣日数：

第１希望 （１日目） 　　　　　年　　　月　　　日　（　　　）　　　　：　　　　～　　　：

第２希望 （２日目） 　　　　　年　　　月　　　日　（　　　）　　　　：　　　　～　　　：

第３希望 （３日目） 　　　　　年　　　月　　　日　（　　　）　　　　：　　　　～　　　：

第１希望 （国・地域名）

第２希望 （国・地域名）

第３希望 （国・地域名）

第４希望 （国・地域名）

第５希望 （国・地域名）

（最寄り駅）交通機関（　　　　        ）　　　　　　　 　　駅から徒歩　　　　　分　　

　　年　　　月　　　日

「NIC地球市民教室」申込書
公益財団法人名古屋国際センター　宛

団体名

派遣講師希望  外国人講師　 登録団体　　※希望内容により、ご希望に添いかねる場合がございます。

担当者名

住所
〒　　　　－　　　　

電話番号 （　　　　　）　　　－

日

E-mail

希望内容

【世界を知る】

 a.歴史　 b.生活習慣　 c.伝統文化　 d.政治・経済　 e.自然・環境　 f.母国語紹介　 g.観光

 h.芸術　 i.料理教室　 j.子育てや出産　 k.教育・学校生活　 l.歌や踊りなど　 m.子どもの遊び

 n.その他

【世界を考える】

 o.異文化理解　 p.多文化共生　 q.人権　 r.医療　 s.教育　 t.子ども　 u.環境　 v.平和

 w.その他

※詳細は、後述の「内容」にご記入をお願いします。
※【世界を知る】【世界を考える】内容を組み合わせることも可能です。
※登録団体の派遣は【世界を考える】内容に限ります。
※ご希望に添えない場合もございます。予めご了承ください。

実施日時

※同時に5名以上の講師派遣を希望する場合や下記「希望内容」の【世界を考える】内容を希望される場合は、
　原則３か月前までにお申し込みください。それ以外の場合は２か月前までにお申し込みをお願いします。

上記のうち、講演時間は　　　：　　　　～　　　　：　　　（　　　分）

外国人講師希望の場合
希望の国・地域

面談による事前打ち合わせ　　　 希望する　　　　 希望しない
※事前打ち合わせがある場合は、講師料以外に、別途交通費が発生します。

講師決定期限 　　　　年　　月　　日（　　　）　まで
※講師決定希望日をご記入ください。複数講師を派遣する場合などは決定までに1か月以上お時間をいただくことがございます。

講師料 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　円 / 人　（ただし、交通費・所得税源泉徴収分を含む）

人講師の希望人数：

講座の対象者

※対象者：社会人（年代）、学生（学年、クラス数）、人数などをご記入ください。

（　　　　　）代　　　　（　　　　　）学年　　　　（　　　　　）クラス　　　　（　　　　　）人

場所

（会場名）

（住所）

最寄り駅までの出迎え　　　 可（　車　・　徒歩　）　　　 不可

駐車場の有無　　　□有（　　　台）　　　　□無

裏面もあります⇒

※講演時間は９０分以内です。
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※NIC使用欄

「NIC地球市民教室」実施についてお伺いします。

課長

2023.04.01

授業名または
講座名（イベント名）

（具体的な内容）

内容

　
　

(授業や講座の目的など）　今回の講座の位置づけ、実施の目的、目標や効果

（事前・事後学習）　事前・事後学習（調べ学習など）を行う場合は、その内容をご記入ください。

主査　　　　　　　　担当

その他

（ご希望などがございましたら、ご記入ください。）

使用可能な機器など □パソコン（Windows バージョン　　　　）□パワーポイント（バージョン　　　　　）　□ＣＤプレーヤー

NIC地球市民教室を
知った経緯
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て
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座
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謝
礼
品
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執
行
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ま
せ
ん
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報
償
費
に
つ
い
て
は
一
時
限
り
前
渡
で
の
執
行
が
可
能
で
す
。
そ
の
場
合
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2週
間
前
ま
で
に
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に
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令
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議
し
て
く
だ
さ
い
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た
、
謝
金
は
当
日
講
師
に
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委
託
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執
行
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
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前
に
見
積
書
を
徴
取
し
、
校
内
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決
裁
を
作
成
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
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